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先の論文「音楽によるコミュニケーションの必要性Ⅰ」１）において筆者は人間社会における音

楽の持つコミュニケーションの力と感性を育む特性を述べて，それが人間関係にどのような影響

を及ぼすかを論じている。それは今日の社会における人間関係の希薄さの中で，子どもたちを本

来あるべき姿へ呼び戻すために，音楽によるコミュニケーションの必要性を訴えるものであった。

その中で乳児期での「子守唄」による母子相互作用が情緒や感情の育成と同時に，人間としての

コミュニケーションの基盤を築くために必要な働きかけであることを説いている。また，乳児期

から幼児期にかけての「遊ばせ歌」や「遊び歌」が愛着を形成し，養育者や子ども同士の感情の

伝達や人間的な交わりの中で社会性や協調性を育成するものであり，「音楽というものが基本的

に一人の個人の中だけに留まるものではなく，ちょうど言語と同じように，人間の社会的営みで

あることを示している」２）。

児童期においては「幼児期の『一緒に遊ぶ友達』であったものが『共に学びあう仲間』として
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大きな意味を持つ存在になる。」３）ことを捉えて，一般的な社会性の発達という面からもグルー

プにおける音楽体験の有効性を指摘し，アンサンブル教育の効果について論じている。このこと

は，音楽の内包する社会性，即ち仲間と共に演奏する喜びと達成感，演奏するもの同士が一体化

する相互関係や感動の共有を指している。

この小論においては，引き続き児童期の子どもたちが音楽を媒体としたコミュニケーションを

通し，感動を共有し，共に生きる力を培い，豊かな感性と社会性を育んでいくためにアンサンブ

ル教育がいかに有効かを論じ，その具体的な方法を提示する。器楽のアンサンブル教育では元来，

既存の楽器を用いてその音色や音量のバランスを考え，話し合いの中で音楽を構築していくもの

が一般的である。しかし，ここでは自然の中に生息する素材を用いて楽器を創造し，それによっ

てアンサンブルを構成していく新しい試みを，先史の人間社会における音具から楽器への発展と

オーバーラップさせながら，今日的意義を述べる。
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悠久の歴史の中で我々の祖先が音具を創造した初期の経緯を知ることは出来ないが，原始の社

会において人間がどのような感情の動きや衝動によって音具を作り出したかを推測することは出

来る。

「高等動物はすべて動作によって感情を表現しようとする。しかしただ人間のみが明らかに自

分の感情的な動作を秩序立てたり調整したりすることができる。つまり，人間だけが意識的にリ

ズムを秩序立て，旋律を作り出すことができるのである。」４）人間は感動的な物事に出くわした

り，感情を揺さぶられたりするとたいてい音声を発したり，動作を伴ったりする。原始の人々は

感情を伴った動作を意識して表現する遥か昔から，大地を踏み鳴らしたり，手を叩いたり，体を

ゆすったりして感情を表していた。彼等はこうした日常の音を伴う動作の中から，いろいろな効

果的な音に興味を示した。手を丸めて叩くことによって柔らかな音を出したり，平手を合わせて

鋭い音を出したり，身体の異なる部分を叩くことによって，様々な音が出ることを認識し始めた。

しかし，手だけを叩いているよりもっと効率的で音のよく響く代用品を考えつくようになって行

く。こうして身体の音の認識は次第に音具の創造に繋がっていった。手の代わりに平たい木を叩

いたり，足を踏み鳴らす時に脛にがらがらを付けてよく響く音や効果的な音を出すことを思いつ

いた。「古代エジプトの拍子木や太鼓の撥は人間の手の形をしており，手の指が彫られていて爪

のようなものも描かれていた。それは楽器が人間の体の一部，即ちその延長上にあるという考え

から来ている」５）。ひとたび身体から離れれば，人間は素材を吟味し，より音のよく出るものを

工夫し，発展させていった。また，空洞化した木などを使ったスリット・ドラムやスリットに革

を張った膜鳴楽器を創造していった。他方，彼等は自然の音や小鳥の声，木々の触れ合う偶発的

な音の中から鋭い音や彼等の趣向に合った音に興味を示し，それらの音や鳴き声を模倣し，音具

を作り出した。とりわけ，小鳥の鳴き声に対してはそのよく通る響きを再現しようと試みた。こ

うした息を使った楽器は口笛の延長上にあったと見るべきであろう。以上のようなことはある程

度，楽器学的な資料から推測はできるが仮説の域を脱し得ない。それは音楽が時間的芸能であり，

音そのものを留めておくことが不可能だったからである。

とはいえ，「楽器は紛れもなく人類が作り出した数多い道具の一つである」６）。楽器としてま

だ体裁を整えていないものを一般に音具と呼んでいる。それぞれの民族は生活のあらゆる脈絡の

中で音の出るもの，即ち音具を大切に扱い人間の生活になくてはならない道具として発展させて

いった。それは民族の生活様式，自然環境，気候・風土と密接に関連し合っており，音具は彼等

が生み出して行った文化を最も端的に表しているものの一つであった。具体的にいえば，自然や
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見えざるものとの交信の道具であったり，部族同士の通信の役目を担わせたり，儀式やまつりご

との中で厳粛に用いたりした。そして，音具や楽器は民族によってそれぞれに特徴的なものを創

造し，発展させて行った。それは前に見たように民族によって住む気候風土，自然環境，また労

働条件が異なることによって音の趣向も違い，素材も生活に即したものが用いられたからである。

古よりシルクロードによって結ばれていた西アジアと東アジアにおいてすら大きく異なってい

る。「東アジアでは木とともに竹を生活の場で利用することが多かった。いわゆる竹文化である

が，それは音現象にもそのまま当てはまる」７）。身近なものを生活の素材に利用するという発想

は人間本来の文化に対する考え方である。確かに，東アジア地域の豊富な竹の存在は生活の中の

音文化にも生き続けている。東アジアに位置する日本の森林の植物相の際立った特徴の一つも竹，

笹の生息が見られることである。そして「先史時代から祝祭につきものの楽器は打楽器と笛であ

ったが，これらの音の文化の素材もやはり竹を用いたと考えられている」８）。

これに対して羊，山羊等を放牧し，それを生活の重要な糧にしている西アジアでは衣食住のあ

らゆる面で徹底的にそれを利用する。その一環として彼らは楽器の素材にヒツジを使うのである。

「その革は各種の太鼓，それにラバーブ９）カヌーン10）などの弦鳴楽器の共鳴胴，またバグパイ

プの風袋などに，そして，ヒツジの腸（ガット）は弦に用いる」11）。こうして西アジアの音色に

は『ヒツジの音色』があるわけであり，それがまた乾燥地帯にうってつけの音色として溶け込ん

でいるのである。つまり，豊富で身近にある素材を熟知し，特質を理解し，試行錯誤することに

よって彼等はインスピレーションと創意工夫の中で生活に用いる音具や楽器を作り上げてきたの

である。しかし，西アジアの文化ではヒツジという素材と楽器との関連は他の素材との組み合わ

せによって成り立っており，ヒツジそのものが楽器に適した素材であったわけではない。

東アジアの竹文化の場合は，竹が豊富に生息していることが大きな条件ではあったが，竹が音

を作り出すために極めて適した素材であることが最大の要因になろう。竹は軽く，しなやかでし

かも強い。円筒状になっており，叩けば空気柱に共鳴して響き，くり抜かなくても筒状をしてい

るためそのまま気鳴楽器の素材として使え，弾力性を生かして弓琴や口琴も製作可能である。ま

た筒状を利用してスリット・ドラムや竹筒鼓を作ることができる。陰干しにしたり，油抜きをし

て竹の湿気を取り除き，漆等を塗ることによって長く保存することも可能である。竹はその特質

上楽器の製作に最も適した素材と見るべきであろう。竹文化に生活する民族が多様な竹楽器を創

造してきたのは種々の体験を経て，竹という素材の特質を知り，実践的に改良を重ねてきたから

である。

今日目にする楽器は機能に優れ，造形的な美しさを備え，それぞれに民族の趣向に合った音を

奏でる。これは楽器発展のプロセスの中で，先に見たように繰り返し試行しながら多くの時を経

て完成されたからである。原始の時代から人間は好奇心，また感情の高揚によって身近にある素

材を使い，音の出る道具を作り出し，徐々に形を整え，洗練された音に改良し，時を経て優れた

音質と造形的な美しさを備えた楽器に変容させてきたのである。
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音は物体が振動することによって作り出されることは周知のことであるが，それは物体が振動

すると空気が急激に押されたり，引かれたりして空気の濃度に濃淡ができ，それが鼓膜を振動さ

せて音として知覚されるからである。こうして物体の振動によって引き起こされる空気の濃淡

（波）を音波と呼んでいる。人間の耳の音波の可聴範囲は1秒間におよそ20振動（��）から～20,

000振動（��）であり，振動が遅すぎても，速すぎても音として知覚されない。また，振動エネ

ルギーが弱すぎても耳に伝わる前に音波が消滅して音として伝達されない。今日ではこのような
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ことを科学的に理解しながら楽器は改良を重ね発信体の振動を効率よく，空中に放出させるよう

に工夫されている。木や竹，また金属を叩いたり，弦を弾いたり，息でリードに振動を与えて音

を発生させるものなど，発信体の素材や発音の方法によって楽器の音質や音量は多様である。

楽器は学術的に発信体や発音の原理によって４つに分類されている。物体を叩いて振動体全体

を響かせて音を出す楽器を体鳴楽器，息を吹きかけてマウスピースやリードによって音を作った

り，空気にうなりを生じさせて音を出す楽器を気鳴楽器，弦や糸を共鳴ボックスを持つ本体に張

って，それを木や竹に取り付けた弓で弾いたり，指ではじいたり，撥で叩いたりする楽器を弦鳴

楽器，また金属や陶器，木や竹によって作られた本体に膜を張り，それを叩いて音を出す楽器を

膜鳴楽器として分けている。

体鳴楽器はその素材が音質に大きく影響し，共鳴ボックスを持つ場合はその大きさが音量の増

減に影響する。シンプルで演奏が容易な楽器であり，最も初期に人間が創造した楽器と考えられ

ている。気鳴楽器は管内の空気がマウスピースやリードによって作られた振動によって音を発し，

管の素材，また長さや太さが音高と音色を決める。弦や糸を張ってそれを擦ったり弾いたり叩い

たりして音を出す弦鳴楽器は音質が弦と弓の材質，共鳴腔の形状と大きさに関係し，音の高低は

弦の長さとその張力による。膜鳴楽器の振動体は本体に張られた革や皮膜類であるが，張られた

革の材質，張力，本体の形状や大きさによって音の高低や音質が変わる。このように分類される

楽器の音を考えると，全ての楽器においてその材質や共鳴腔の形状，また大きさや長さが音質，

音量に影響していることは明白である。

楽器を創造することは製作するプロセスの中で材質や形状は基より，音に関する様々なことを

実践的に理解していくことに繋がる。今日の子ども達による竹を素材とした楽器製作もある程度

そのような音の原理を知りつつ，共同作業の中で試行を繰り返しながら，さらに理解を深めてい

くことになる。音作りは音を導き出すためのコミュニケーションの場でもあり，よい響きを持っ

た楽器を作り出したときの感動と達成感を共有することが期待される。こうした竹楽器の創造と

それを用いたアンサンブルの教育的な意義については後に述べる。「ここに上げる民族楽器を含

む創作楽器は児童期の子ども達が製作可能なものを掲載している」12）。

竹の楽器の中でシンプルで一番製作しやすいものは体鳴楽器であり，太古に人間が作り出した

最初の音具も体鳴楽器であったことは前に見た。それは素材そのもに加工を加えず音を鳴らすこ

とが出来るからである。中でも竹そのものの空洞を利用して音を作り出すトガトンは，竹の一節

を残した竹筒の節の方を石の上に落とすだけで素朴な音を作り出すことができる（写真Ⅰ）。ま

たその竹筒を逆さにし，開口している部分をスポンジ状の団扇のような撥で叩くと柔らかな深み

��������� ��������������������	
�	���
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のある音が出る。これを音階順に並べるとマウイマリンバという楽器が成立する（写真Ⅱ）。

製作に少し手間を加える楽器は竹に割れ目を入れたり，切り込みを入れたりして竹の空洞を共

鳴腔として活用するバンブーブロック（写真Ⅲ）やスリットドラム（写真Ⅳ）である。バンブー

ブロックはウッドブロックと同質の体鳴楽器であるが，竹を素材とすることによって容易に製作

でき，しかも軽く，油抜きをした竹を使用することによってよく共鳴し，造り方によっては先に

見た二音のものや三音（写真Ⅴ）のものが出来る。また，竹の先を二股にして削り，割れ目を入

れ，握り手の部分に親指で開閉できる小さな穴を開け，音程を変化させて用いるフィリピンの民

族楽器バリンビンは，竹の体鳴楽器としては障りのある特異な響きを出す（写真Ⅵ）。
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膜鳴楽器は複雑な製作過程を要するので子どもにとっては音質や音量を考えたり，音の高さや

鮮明さを作り出したりするために格好の共同製作の素材になる。その一つがトーキング・ドラム

である（写真Ⅶ）。節をくり抜いた竹筒の両側に革を当て，紐で両側の革をしっかりと固定して

製作するもので，子どもたち数人が共同で製作しなければ鼓面に張りが出ないし，調べ緒がしっ

かりと固定できなくなる。このトーキングドラムを二個使ってコンガのように演奏することもで

きる。また片方の開口部分にだけ革をはった竹筒鼓も２個使ってボンゴのように使うことができ

る（写真Ⅷ）。

音階が作り出せる体鳴楽器では竹の素材でできる音板楽器がある。これは竹を音板とし，それ

を共鳴ボックスの上に載せて音階を構成するので竹琴と呼ぶ（写真Ⅸ）。この製作では話し合い
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ながら音を調律して行くために，その過程の中で音に対する感性の育成と子ども同士のコミュニ

ケーションが豊かに展開される。調律するプロセスにおいて音板の弾力性との関係で音を高くし

たければ短くし，低くしたければ幅を細くすることを子ども達は理解するようになる。

息を使いリードやマウスピースの振動を音の発信源としたり，空気のうなりによって音を作り

出す楽器を気鳴楽器と呼ぶことは前に見た。気鳴楽器は他の楽器と異なり音を作り出すのに種々

の方法がある。リードを振動させて音を作り出す楽器は１枚リードでも2枚リードでも発音の原

理は同じである。管の中に空気を送り込む力と，逆に慣性によって空気を口に戻そうとする力の

交互作用により，リードが振動を起こし，音を発する（写真Ⅹ）。慣性は管内の空気が長ければ

長いほど通り抜けようとする空気にブレーキをかけるのでリードの開閉のスピードが遅くなり音

が低くなる。尺八や篠笛（写真ⅩⅠ）のように「唇から送り出される空気がエッジにぶつかって

空気が二分され，互いに空気の渦を作り，管内の空気と管外の空気に気圧差を生じさせ，その空

気の濃淡が振動を起こして音を発する。」13）ものもある。また，マウスピースと接した唇の振動

によって発音するもので，通信に使われていた竹ぼら（写真ⅩⅡ）のような気鳴楽器は，発音原

理の上ではトランペットやホルンと同じだがシンプルな楽器で容易に製作できる。
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竹を素材とした民族楽器は既存のものでも100種類は優に超える。いかに竹が楽器の素材とし

て適しているかを如実に物語っていよう。このような竹を使って音が作り出される原理や音の高

低を作り出すメカニズムを子ども達が理解することによって，音や楽器に一層興味と関心を示し，

創作楽器によるアンサンブルへも積極的に関わろうとする。

���������������

製作した楽器を組み合わせてアンサンブルを試みることによって，作られた楽器に意味が与え

られる。この第３章では製作した楽器を使ってアンサンブルに導くためにはどのようなプロセス

を経ていくのか，視覚的にその構成が理解しやすいように「図形楽譜」14）を用いながら論じて行

く。

器楽のリズムアンサンブルの導入では最初に身体楽器を用いることが適当であろう。手拍子，

足拍子，ひざ拍子によって楽器を使う演奏への準備段階を経ることにおいてスムーズに移行する

ことができるからである。例えば，左右のひざ拍子を使いリズムを叩く練習をすることによって，

二音一対のリズム楽器への準備ができる。しかし，ここではその導入段階を経たものとして創作

楽器のアンサンブルへ移行する段階から示す。

製作した楽器の中で最初に取り上げるのは体鳴楽器，つまり打楽器に類するものでリズムの模

倣からの導入が適当である。リズムの模倣とは（楽譜Ⅰ）のように �の叩いたリズムを �が正

確に模倣することである。これはアンサンブルへ導く最初の手段であり，リズムの模倣を通して

多くの表現方法に接し，互いに他者のリズムを受け取ることによってリズムの成り立ちを知り，



三輪 宣彦：音楽によるコミュニケーションの必要性（Ⅱ）－創作楽器によるアンサンブルを通して－

― 119 ―

リズムフレーズを導き出す感覚を覚えることが出来る。リズムは人間の自然な営みである手を叩

く，足踏みをする，歩行するといった身体の動きや，言葉の中に内在しており，それが音楽的リ

ズムや旋律への発展に繋がっていく。
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製作楽器の中でリズムを叩くのは今見た体鳴楽器と竹筒を共鳴腔とし，革を張って音を出す膜

鳴楽器である。ここでは４種類のリズム楽器による模倣とリズムアンサンブルを構成する製作楽

器を，前章で述べた体鳴楽器のスリット・ドラムとバンブー・ブロック，膜鳴楽器の竹筒鼓とトー

キング・ドラムを用いる。

この４種類の製作楽器を用い，冒頭に上げたリズムの模倣を次のように展開させていく。

スリット・ドラムのリズムをバンブー･ブロックが模倣し，バンブー・ブロックが新たに作り

出したリズムを竹筒鼓が模倣し，竹筒鼓の作り出すリズムをトーキング・ドラムが模倣し，トー

キング・ドラムの叩くリズムをスリット・ドラムが模倣する。これを図形で表すと（図形楽譜Ⅰ）

のようになる。または一人の奏者がリズムを作り出し，３人の奏者がそれを模倣し，主導する奏

者が順次交代していくリズムの模倣奏もある。図形楽譜を用いると（図形楽譜Ⅱ）のようになる。
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これは一つの模倣奏の例であるが，これによってリズムの様々な表現方法を互いに修得し合い，

リズムパターンを作る手立てにすることができる。このようなリズムの模倣の後には一人の叩く

リズムパターンに次の奏者が異なるリズムパターンで答えていくリズムの問答を試みる。リズム

の問答は（楽譜Ⅱ）に見られるように �の叩くパターンに対して �が異なったパターンを返し

てくる，いわゆるリズムのコミュニケーションである。
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（図形楽譜Ⅲ）に見られるリズムの問答では第一奏者が叩くリズムパターンに答えて，次の奏者

が異なるリズムパターンを叩いて，順次後の奏者に回して行き，最後に4人の奏者が全員で異な

るリズムパターンを叩くという演奏順序が図形によって示されている。

このリズムの問答は種々のオスティナートを作り出す導入となる。従ってアンサンブルへ移行

する場合，それぞれがリズムのオスティナートを作るときに今まで打ったリズムパターンによる
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模倣やリズムの問答の経験の中からオスティナートを導き出すことができるのである。次の４つ

のリズムオスティナート（楽譜Ⅲ）はその一つの例である。このリズムのオスティナートを活用

することによって即興的なアンサンブルを展開することができる。この際も構成が理解しやすい

ように図形による楽譜（図形楽譜Ⅳ）を用いる。この図形楽譜を使うことによって奏者は前に述

べたように音楽の構成，小節数，強弱に関するデュナーミクを視覚によって捉えることができ，

また瞬時に音楽の構成を掴み取ることができる。
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リズムのアンサンブルを経て旋律が加わるアンサンブルに移行していく時，最も自然に導くこ

とが出来，またアンサンブル能力が育成されるものがペンタトニックを用いたアンサンブルであ

る。ペンタトニックの旋律は無半音の五つの音から成り立つ。従って，奏法の易しさに加えて，

旋律と旋律が重なり合う時，半音がないため不協和音を避けることが出来る。このペンタトニッ

クのアンサンブルは充分に時間をかけることによって柔軟にアンサンブルに対応できる力を育成

することが出来る。

リズムによる数名の奏者から発展したアンサンブルは，グループの人数を増やしてペンタトニ

ックを用いたアンサンブルに移行してく。次に10名によるアンサンブルのテーマの旋律とオステ

ィナートを（楽譜Ⅳ）に掲載したが，このアンサンブルでは �,�,�の３つのグループに分かれ，

その組み合わせによって曲が構成されている。楽器は今まで活用した体鳴楽器，膜鳴楽器に加え

て体鳴楽器ではあるが旋律を奏することのできる竹琴，マウイマリンバ，気鳴楽器の篠笛を加え

たもので，難易度の高いオスティナートもあるが，児童期の子ども達にとって演奏可能なアンサ
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ンブルにまとめてある。その構成を（図形楽譜Ⅴ）に示し「創作楽器によるペンタトニックのエ

チュード」と題している。
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こうしたアンサンブルの楽譜を図形化する利点は，子ども達が音符に縛られることなく，伸び

伸びと楽器によって自己を表現し，他者との音によるコミュニケーションの中でアンサンブルを

構成していくことにある。図形楽譜はその曲全体の構成を視覚的に把握し，適確に演奏経過を捉

えて，互いの状況を考えつつアンサンブルに専念できる有効な手段なのである。
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人間が最も有効に用い，また文化として築き上げてきたノンバーバルコミュニケーションの一

つは音によるコミュニケーションである。音やリズムを通信として活用したり，言葉の変わりに

太鼓を用いたり，無文字社会においては民族の成立や歴史を打楽器のリズムによって後世に伝え

たり，アニミズムの社会では自然に対しての応答に用いていた。また，リズムを重ねてポリリズ

ムを構成したり，民族のまつりごとにコール・アンド・レスポンスのような応答唱を用いて社会

的な音楽を創造したり，それぞれのコミュニティーの中で音楽が確立されてきた。それは社会を

円滑に保つためのコミュニケーションの手段となっていった。地球上に生活する全ての民族はそ

れぞれの音楽を持っている。それは単独で演奏されるものもあるが，大概合奏形態を形作り，リ

ズムの総和や和声の調和，旋律とリズムの融合を見せている。これを今日アンサンブルと呼んで

いる。

アンサンブルとはフランス語の「��������」に由来し，「集合したものの総体」，「統一」，「共

に」，または「協調して」などの意味を持ち音楽用語として用いられている。従って，前に見た

ように民族が作り上げてきたそれぞれの音楽はアンサンブルを形成していることになる。彼等は

社会の中で長い時間をかけて纏まった構成の音楽を作り上げ，生活の様々な脈絡において用いて

いるのである。
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今日の音楽教育の中ではアンサンブルは厳密には２名以上～10名程度のグループによる演奏形

態を指し，各パートを基本的に1人の奏者が担当し，指揮者を置かないことを特徴としている。

従って，「アンサンブルの演奏はそれぞれの演奏者が独立した対等の立場に位置づけられ，相互

に話し合い，協調しあって音楽を作り上げていく」15）。演奏は音色，音量，テンポ等の点でバラ

ンスよくつり合っていることが基本で，コミュニケーションをとりがら一つの作品を完成させて

いくのである。このアンサンブルを作り上げていくグループは一つのコミュニティーとして見る

ことが出来る。従って，音楽を作り上げていくプロセスにおいて互いに意見を交換し，試行しな

がら音楽を作り上げていくのである。

それでは今日の児童期の子ども達がグループ活動の中で楽器を創造し，音を媒体としたコミュ

ニケーションを試み，アンサンブルに発展させていく教育的意義はどこにあるのか。これまで論

じてきたな中から次のように捉えることが出来よう。

第一には音のメカニズムや音楽文化，表現法に関わる意義である。

自然に生息する竹を用いて音を作り出すことによって，竹が楽器製作に適した素材であるとい

う特質を知ると共に，音のメカニズムを実践を通して理解することが出来る。音を作り出すこと

によって音や音楽を根本的な視点から見つめ，積極的に音楽に関わって行く姿勢を引き出すこと

が出来る。また，竹楽器を用いる民族の音楽文化を理解し，楽器創造のプロセスを疑似体験でき

る。それは竹という素材を知ることによって日本の文化に対する認識と異文化に対する理解をも

つことに繋がる。

アジアを中心として世界各地に100を優に超える竹の楽器が存在することは前に見たが，人間

は楽器によってそれぞれにプリミティヴな音楽文化を築き上げて来たと同時に，それぞれの民族

によって独自性の強いアンサンブルを創造してきた。

以上のことは今日の子ども達のグループ活動においても見ることが出来る。アンサンブルを作

り上げていくプロセスにおいて種々の音楽的語法や表現方法を知り，画一的な音楽の手法から脱

却し，音楽を再認識し，創造性を育成する。それは音楽に於ける多様性を知ることに繋がる。

第二に子ども達の社会性，精神性，また人間関係に関わる意義である。

グループのアンサンブルから生まれる緊張関係は，自由と約束が交差する中で，子供同士の係わ

り合いを促し，協調しながら力の均衡と調和を導き出すのに適している。つまり，その作品の演

奏結果より，むしろプロセスにおいて話し合いや音によるコミュニケーションを通しての音楽的

調和や人間的関わりを持つことが重要なのである。また完成した時の達成感とそのグループに於

ける仲間同士の信頼関係が得られることによって，一人ひとりが一つのコミュニティーの中でか

けがえのない存在であることを知るようになる。アンサンブルはこうした社会的意義の重要性と

共に，感情や内面の思いを音によって表現する人間の持つ基本的なコミュニケーション能力の育

成に関わるものであり，先に見たように，これからの人間関係を豊かにする素地を築くものと考

えられる。即ち，音楽を演奏するグループ活動の中で自分の存在意義を実感すると共に，音楽を

通して集団の中に自分を委ねる安心感を体験し，音楽を核とする心の動きを共有することができ

る。こうした共有体験の積み重ねが個と集団，グループの中の個の役割と全体のまとまりを把握

し，心的交流を深めていくのである。

竹を素材とする創作楽器のアンサンブルは音楽的な活動ではあるが，先に見たようにグループ

の中で一つの作品を作り上げていく過程の中に人間が社会の中で成長していくための極めて大切

な要素が含まれていることに留意すべきである。その中で今日の子ども達は豊かな人間関係や生

きる力を引き出すために，竹の持つ生命力，神秘性，地下茎でつながりあって生息する支えあう

力とオーバーラップさせて捉えて行くことができるのである。
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第三に児童期という発達段階に「創作楽器によるアンサンブル」を行う意義である。

この試みは児童期から青年期にかけていずれの発達段階においても扱い方によって有効である

と考えられる。しかし，児童期にはとりわけその効果が十分に現れると思われる。それは「心身

ともに生涯でもっとも安定した生育を見る段階であり，また子どもとしての完成の時期だからで

ある」16）。この時期は知的発達が著しく，特に実践を通して知識を内在化させて行く時期である。

また児童期後半には理論的思考能力を獲得し，社会性の面においても仲間同士やグループの活動

に喜びを見出し，ルールを遵守しつつ仲間と共同して作業を行うことが出来る時期でもある。加

えて「児童期は学校生活の中で対人関係の比重が増し，自らの対人行動の範囲を広げ，さまざま

な対人コミュニケーションのルールを学んで行く時期。」17）とされる。友人関係は子どもの精神

的生活に大きな比重を占め，「親子という方向関係から仲間同士の水平的－相互関係の推移が著

しい」18）。

この小論において筆者は子どもが実践を通して音のメカニズムや竹の特質，歴史の中で培われ

てきた竹文化，とりわけ竹を素材とする音楽文化の知識や理論の内在化を求めている。また共同

作業やアンサンブルのグループ活動を通して仲間同士のコミュニケーションや信頼関係を築き，

自己の存在意義を認識すると共に，社会性を培うことが可能だとしている。音を通して，音楽を

通しての感動の共有は音楽と対人に積極的に関わろうとする心を育てる。以上のことから，この

アンサンブルの試みは児童期の発達の特性を捉えたものであり，音楽によるコミュニケーション

の効果が期待できる。
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「人と人とのコミュニケーションの希薄さは今日の社会が抱える大きな課題である。それが皮

肉にも通信網の発達や，競争社会の組織化や核家族化に伴う社会の連携の荒廃，また今日の教育

環境のあり方に要因があると考えられている」19）。これを裏付けるようにメディアは家庭内のト

ラブルや教育現場での孤立した子どもの悲劇を連日のように報じている。心身が最も安定した時

期にあり，社会性の発達から以前は『徒党時代』と呼ばれグループを組んで遊んでいた児童期に

おいてすらその面影は薄らいでいく。人間は発達段階に即した生き方によって精神性と社会性，

また豊かな感情を培っていく。人とひととの人間関係によって最も成長すべき時期の子ども達が，

遊ぶ時間と空間，そして仲間を失い感情と感情が触れ合うコミュニケーションの場を見つけるこ

とができない。

「人間は社会的には集団によって生き，受け入れられ，その一員としての役割を担い，個の存

在が群によって尊重される関係が満たされるという実感によって，人としての生きがいを感じな

ければ，フラストレーションに落ち込む」20）。そして個としての主体性が群によって共感的にコ

ミュニケートされる体験を味わう必要がある。それには深く共感しあえる音楽を享有し，音楽の

持つ『非言語的コミュニケーション性』をそのまま活用して自己表現を楽器を通して実現させ，

その表現をお互いに模倣しあうことによって感情の交流を高め，また自ら発するバリエーション

を通して全体の音楽的展開を盛り上げ，音楽的向上と人間的関係を作り上げて行かなければなら

ない。

自然に触れ，そこに生息する素材を採取し，音を作り出し，創作した楽器によるアンサンブル

を試みることによって，グループという集団の中で人間的なコミュニケーションが展開され，音

楽的向上とともに感情の触れ合いを実感しながら豊かな人間関係が形成されていくのである。
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